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　秋田市河辺赤平地区では、３００年ほど前から行われてきたと言われる「鳥追い」が、無病息災、五穀豊穣を願う
伝統行事として小正月に行われております。
　１月１５日の夜、赤平町内会（会長：菅原正人さん）の子供会の子どもたちが「鳥追いの歌」を歌いながら町内を
練り歩き、紙で折った鳥を赤平橋から川へ投げ入れて願いを込めます。現在も赤平地区の伝統はしっかりと地域に根
ざし、親から子へ受け継がれております。
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P6

さいとう みつこ

割り箸を筆代わりに心のメッセージを描き伝える
詩人。
各種講演会やカウンセリング活動の他、県内の昔話
や民話の研究、地域資源を活用した秋田弁の伝承
等について、精力的に創作活動中。

（今回のメッセージ）
「地を這うスタートは、すべてのはじまりの第一
歩です。様々に揺れ動く日本ですが、日本丸はい
ま新たに生まれ変わりの第一歩を進もうとしてい
ます。みんなの力を合わせて旅を続けていくこと
ができますように・・・・・・」
（ハートメッセージ代表、
　一般財団法人カミーノあきた理事長）

割り箸書画（秋田市在住）
平成21年度　河辺雄和商工会主催
「農商工連携JANGO塾」卒業生
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ネットde記帳お声ご紹介

まるごとＪＡＮＧＯ自慢コーナー

新会員のご紹介

移動商工会
地域振興専門委員会

　

祈願！　無病息災、五穀豊穣

愛の心葉
メッセージ

Ⅵ
こころば

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

鳥追い（河辺赤平地区）

“安心して暮らせる社会と景気回復を願っております”“安心して暮らせる社会と景気回復を願っております”

写真提供者：赤平町内会高岡町内との境、赤平橋の上から
「鳥」を川に流します。
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　平
成
二
十
五
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
の
年
の
瀬
十
六
日
衆
議
院
選
挙

で
、
自
由
民
主
党
を
中
心
と
す
る
政
権

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
国
民
の
期
待

の
大
き
さ
が
与
野
党
大
逆
転
に
表
わ
れ

ま
し
た
。こ
れ
は
不
況
や
、デ
フ
レ
経
済
、

円
高
等
で
苦
し
ん
で
い
る
日
本
経
済
を

再
生
し
て
ほ
し
い
と
い
う
国
民
が
必
死

の
お
も
い
で
投
じ
ら
れ
た
票
の
重
み
と

受
け
止
め
る
べ
き
数
字
と
考
え
ま
す
。

　政
治
主
導
で
経
済
再
生
を
願
う
の
が

一
番
の
景
気
回
復
の
カ
ン
フ
ル
剤
と
思

う
か
ら
で
す
。

　次
に
本
年
は
、
中
小
企
業
に
と
っ
て

大
き
な
問
題
は
、
金
融
円
滑
法
が
三
月

末
で
終
了
す
る
こ
と
で
す
。
以
後
借
入

れ
が
、
相
当
厳
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
と

推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
と
し
て
も
非
常
に
危
機
感

を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

　昨
年
十
月
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
八

十
％
を
超
え
る
会
員
が「
影
響
を
懸
念
」

「
資
金
繰
り
悪
化
」
が
五
十
九
％
、「
廃

業
懸
念
」
が
十
二
％
と
な
っ
て
お
り
、

我
が
商
工
会
と
し
て
も
、
地
域
内
巡
回

強
化
を
図
る
と
と
も
に
「
資
金
繰
り
相

談
」
を
徹
底
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　又
、
昨
年
十
二
月
十
日
、
全
県
商
工

会
長
会
議
の
席
で
佐
竹
知
事
よ
り
、
県

内
経
済
に
波
及
効
果
の
あ
る
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
事
業
を
引
続
き
実
施
す
る
と
い

う
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　国
で
も
安
倍
総
理
が
景
気
最
優
先
し
、

約
十
兆
円
規
模
の
補
正
を
五
月
国
会
に

提
案
す
る
と
表
明
し
て
お
り
本
年
最
大

の
目
玉
で
あ
ろ
う
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
の
世
相
を
表
わ
す
一
文

字
に
「
金
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
数
多
く
受
賞
し
た
「
金
」、

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
、
医
学
賞
を
受
賞
し

た
山
中
伸
弥
教
授
の
金
メ
ダ
ル
、
共
に

会
員
の
皆
様
に
は
、
世
相
の
一
文
字

「
金
」
に
あ
や
か
り
今
年
こ
そ
は
ゴ
ー

ル
ド
の
輝
き
の
あ
る
年
に
な
り
ま
す
様

に
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　平
成
二
十
五
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　日
頃
か
ら
、
本
市
市
政
に
多
大
な
ご

理
解
と
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
県
都
の

新
し
い
顔
「
エ
リ
ア
な
か
い
ち
」
の
オ

ー
プ
ン
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ

わ
い
が
着
実
に
創
出
し
は
じ
め
た
ほ

か
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
の
設
置
認
可

や
町
内
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
、
将

来
に
引
き
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る
元
気
な

秋
田
市
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
河
辺
雄
和
商
工
会

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
頑
張
る
企
業
・

事
業
者
の
育
成
に
資
す
る
取
り
組
み
を

着
実
に
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
づ
く

り
の
活
性
化
に
邁
進
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
熱
意
と
ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
末
に
は
新
た
な
政
権
が

誕
生
し
、
国
政
の
動
向
を
含
め
本
市
を

取
り
巻
く
環
境
は
日
々
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
お
り
ま
す
が
、「
と
も
に
つ

く
り

　と
も
に
生
き
る

　人
・
ま
ち
・

く
ら
し
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
本
年

も
引
き
続
き
、
各
種
施
策
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　特
に
、河
辺
・
雄
和
関
係
で
は
、農
業
・

商
業
・
工
業
の
連
携
・
融
合
に
よ
る
六

次
産
業
の
創
設
な
ど
、
新
た
な
産
業
を

推
進
し
、
雇
用
を
生
み
出
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
河
辺

雄
和
商
工
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
引

き
続
き
元
気
の
あ
る
地
域
、
企
業
づ
く

り
に
向
け
、
地
域
の
豊
富
な
地
域
資
源

を
活
か
し
た
振
興
施
策
に
取
り
組
ま
れ

ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

　結
び
に
、
河
辺
雄
和
商
工
会
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
活

躍
な
ら
び
に
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

木

　村

　友

　勝

河
辺
雄
和
商
工
会
長

　
　
　

年
頭
あ
い
さ
つ

　
　
　秋
田
市
長

穂

　積

　
　
　志
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　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
日
頃
よ
り
青
年
部
活

動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　さ
て
、
昨
今
に
お
い
て
は

東
日
本
大
震
災
の
爪
跡
を
い

ま
だ
に
残
す
景
況
に
加
え
、

円
高
や
国
際
問
題
な
ど
、
当

地
域
に
お
い
て
も
経
営
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　そん
な
状
況
を
打
破
す
べ
く
、

我
々
青
年
部
は
二
つ
の
柱
で

事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　一
つ
目
は
地
域
資
源
の
ブ

ラ
ン
ド
化
、
ま
た
全
県
に
発

信
す
べ
く
河
辺
大
張
野
豚
を

使
っ
た
「
バ
リ
コ
ロ
焼
き
」

を
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で
提
供

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
で

は
来
客
者
の
多
く
か
ら
好
評

を
得
る
ま
で
に
知
名
度
が
向

上
し
、
当
青
年
部
の
名
物
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は

ご
当
地
グ
ル
メ
を
通
し
て
河

辺
雄
和
地
域
に
多
く
の
誘
客

が
図
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
二
つ
目
の
柱
と
し
て

は
「
経
営
勉
強
会
」
の
開
催

で
す
。
我
々
青
年
部
は
地
域

の
次
世
代
を
担
う
若
手
後
継

者
群
で
あ
り
ま
す
。
経
営
に

関
す
る
重
要
な
知
識
を
習
得

し
、
商
売
繁
盛
と
い
う
最
も

重
要
な
ス
タ
ン
ス
を
守
る
べ

く
、
今
年
度
は
決
算
書
の
見

方
・
経
営
分
析
の
ポ
イ
ン
ト

を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
継
続
実
施
を
求
め
る
意

欲
溢
れ
る
声
が
多
く
、
今
後

も
積
極
的
に
自
己
資
質
向
上

を
図
る
べ
く
切
磋
琢
磨
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　青
年
部
は
こ
れ
か
ら
も
河

辺
雄
和
地
域
に
活
力
を
与
え
、

元
気
な
町
づ
く
り
を
実
現
す

べ
く
若
手
異
業
種
間
の
連
携

を
密
に
し
、
日
々
邁
進
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
青
年
部
活
動
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　謹
ん
で
、
新
春
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　商
工
会
会
員
の
皆
様
に
は

日
ご
ろ
よ
り
、
女
性
部
に
対

し
ま
し
て
ご
支
援
ご
協
力
い

た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　昨
今
、
依
然
と
し
て
商
工

会
地
域
を
取
り
巻
く
経
済
環

境
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
を
は
じ
め
歴
史
的
な
円
高

や
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
後

継
者
問
題
な
ど
中
小
企
業
者

に
と
っ
て
は
今
後
も
さ
ら
に

厳
し
い
経
済
状
況
が
続
く
と

思
わ
れ
ま
す
。

　前
年
よ
り
女
性
部
長
と
し

て
選
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

女
性
部
の
重
点
事
業
で
あ
り

ま
す
「
仲
間
づ
く
り
運
動
の

推
進
」「
各
種
研
修
事
業
」「
地

域
振
興
事
業
」
そ
し
て
「
交

通
安
全
推
進
運
動
」
の
各
事

業
を
、
事
務
局
の
ご
協
力
も

頂
き
な
が
ら
、
女
性
部
員
ひ

と
り
ひ
と
り
の
心
強
い
ご
協

力
を
頂
き
、
と
て
も
有
意
義

に
そ
し
て
つ
つ
が
な
く
遂
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　年
間
の
様
々
な
事
業
を
通

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
経
済

を
支
え
て
い
く
中
、中
小
企
業

者
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

ま
た
地
域
振
興
発
展
の
為
に

私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
か
、

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
、
地
道
で
は
あ
り
ま

す
が
一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
地
域
で
重
要
な
役

割
を
担
う
私
た
ち
女
性
部
は
、

女
性
な
ら
で
は
の
特
性
を
い

か
し
「
お
も
て
な
し
の
心
」

で
女
性
部
員
ひ
と
り
ひ
と
り

が
地
域
の
お
客
様
に
元
気
と

賑
わ
い
を
与
え
て
い
け
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

　本
年
も
、
女
性
部
は
地
域

振
興
、
地
域
発
展
に
つ
な
が

る
よ
う
な
事
業
を
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
活

動
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆

様
の
益
々
の
ご
発
展
、
ご
多

幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【
河
辺
雄
和
商
工
会
】

会

　長

　木

　村

　友

　勝

副
会
長

　齊

　藤

　善

　悦

〃

　
　岡

　部

　正

　高

理

　事

　鈴

　木

　幸

　次

〃

　
　佐
々
木

　義

　友

〃

　
　齊

　藤

　敏
比
己

〃

　
　戸
井
田

　喜
美
雄

〃

　
　佐

　藤

　三

　男

〃

　
　岡

　部

　秋

　男

〃

　
　齊

　藤

　一

　志

〃

　
　吉

　田

　憲

　充

〃

　
　石

　塚

　勝

　己

〃

　
　舟

　山

　賢

　治

〃

　
　五
十
嵐

　龍
之
介

〃

　
　伊

　藤

　
　
　久

〃

　
　工

　藤

　
　
　司

〃

　
　髙

　橋

　昇

　吉

〃

　
　田

　村

　一

　之

〃

　
　田

　口

　
　
　悟

〃

　
　高

　屋

　貞

　一

〃

　
　工

　藤

　康

　憲

〃

　
　齊

　藤

　秀

　徳

〃

　
　髙

　橋

　仁

　司

〃

　
　佐

　藤

　総

　栄

〃

　
　今

　
　
　鐐

　悦

〃

　
　髙

　橋

　啓

　正

（
青
年
部
長
）

理

　事

　佐
々
木

　睦

　子

（
女
性
部
長
）

監

　事

　加
賀
谷

　
　
　亨

木

　村

　昌

　永

事
務
局
職
員
一
同

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

青
年
部
長

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

女
性
部
長

髙

　橋

　啓

　正

佐
々
木

　睦

　子

謹
賀
新
年
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【事務局より】日々の経営に「ネットde記帳」をご活用いただき、本当にありが
とうございます。常に最新の状況をお伝えすべく、正確で迅速な処理を今後も心掛
けたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

各種共済制度へのご加入
ありがとうございました。
　推進期間中、「商工貯蓄共済」・「会員福祉共
済（傷害、がん重点補償）」へのご加入ありが
とうございました。
　皆様のご協力により次のとおりの推進結果と
なりました。

商工貯蓄共済　　　１，６０７ 口
目標達成率　  ９９％

会員福祉共済(傷害)　　２１０ 口
目標達成率　１００％

　　〃　　　(がん)　　　１７ 口
目標達成率　１００％

（口数はいずれも１１月末保有実績）

　今後も会員事業所毎のニーズに合った共済を
推進してまいりますので御協力よろしくお願い
いたします。

これからの季節
傷害事故が多発します！

（>_<） 凍結した路面で滑って転倒し骨折
（>_<） 車を運転中スリップし衝突の際に打撲
（>_<） 幼児がストーブに触れて火傷
（>_<） 体育の授業中に突き指、捻挫　etc.

　商工会の傷害共済は１日目の通院から補償し
ます。手続きも簡単で、共済金１０万円までは
診察券、領収書のコピー等で請求できます。面
倒な診断書の提出は必要ありません。（手術等
は除く）
　万一事故に遭われた際は気兼ねなくご連絡く
ださい。

　平成元年に起業してから、２５年目を迎えました。以降家族経営

で苦労を重ねながらも協力して事業を展開してきました。営業活動

は県内全域に及び、日々の時間確保は難しい状況にありますが、日

計表は欠かさず記帳するよう心掛けています。現在は独自ブランド

品を取得販売し、随時講習会等を開催して販路の拡大や顧客の増加

に取り組んでいます。

　ネットde記帳は、畠山前局長からの勧めもあり、利用することに

なりました。以前は年一度の決算時に経営状態を把

握するというような状況でしたが、今は毎月々、売

上や仕入等から直近の動向を確認した上で販売計画をたて、明確な意識や目標を持

って営業することで事業に生かしています。「ネットde記帳」は最新の経営状態を

把握することができ、利用してよかったと思います。

TEL:018-863-9016　FAX:018-863-9010

当協会では、低利な保証制度を多数用意しております。
※金利＋保証料　　県緊急 １.９３％、マル市 ２.４５％

まずは、保証協会、最寄りの金融機関、商工会窓口までお気軽にご相談下さい。

頑張る中小企業を応援します！

記帳で
悩んでいませんか？

美容機材卸売業　　　　　
「佐とう美容商会」　　
佐藤　　昭さん

（利用７年目）

ネットde記帳
利用して

　よかっ
た！お声ご紹介

開業時の看板を持
つ佐藤社長（右）と
息子さん
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河辺雄和地区の特産品にスポットラ
イトを当てて皆様にご紹介するこの
コーナー、第6回目は河辺の手作り
味噌加工所「農事組合法人河辺農産
加工組合」をご紹介いたします。

　昭和53年に創業した「河辺農産加工組合」の味噌は岩見川の川淵の自然環境が豊か
な工場で仕込んでいます。河辺産の大豆を使い１年かけてじっくり仕込む無添加の手
作り味噌は米麹にこだわり、昔ながらの製法と伝統の味を守り続けています。「赤い

天狗」のラベルが目印の手作り味噌は、加工所での販売のほ
か、エリアなかいちの「サンマルシェ」、秋田駅ビル「トピコ」、
秋田市河辺の「たまごの樹」で購入することが可能です。
　また、無添加の味噌
の味を知っていただく
ために、味噌づくり教
室も開催しているほ
か、味噌の委託加工な
ども行っています。

所在地：秋田市河辺三内字繋沢下段56
ＴＥＬ：018ー883ー2711
ＦＡＸ：018ー883ー2712
営業時間：８:00～1６:30
定休日：土／日／祝日

　10月27日㈯、河辺雄和地域を巡る１日体験バスツアー第２弾が開催されました。秋のツアーは収穫体験
もあることから、応募者が殺到する人気企画となっています。今回は秋田市内から19名の参加者がありま
した。この日のツアーでは、午前中に河辺岩見三内の山上果樹園を見学し、その後、鵜養に向かい岨谷
峡・伏伸の滝を散策しました。今回は河辺の案内人の須田俊夫さんに同行していただき、河辺の歴史や自
然について写真を交えて詳しく説明をしていただき、参加者から質問が寄せられるなど、大変盛り上がり
ました。昼食は同じく岩見三内の「お食事処やまぶき」でいただき、午後は雄和へ移動しての体験教室で
す。雄和サイクリングターミナルを会場にダリア染め体験を行い、参加者それぞれが世界で１枚のオリジ
ナルハンカチを染め上げました。その後、椿台第一市民農園へ移動し、夏に蒔いた大根を収穫した後、種
沢のダリア農家でダリアの摘み取り体
験を行い、一日の行程を終了しまし
た。ツアー終了後に回収したアンケー
トには、次回の開催を望む声も多く、
今後もさらなる観光メニューの検討を
重ね、地域の交流人口の増大を目指し
ていきたいと考えております。
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　長年にわたり申告
納税制度の普及発展
に努められた人を対
象とした平成24年度仙台国税局の納税表彰
に、全県から26人が選ばれ、本会副会長の
岡部正高氏が税務署長表彰に選ばれました。
　表彰式は、11月６日㈫河辺雄和商工会館
本所において、木村商工会長が立会いのも
と、秋田南税務署長の手塚様より、直接授
与されました。

6

組合長理事
藤原　　貢さん

体験ツアー開催！第２回平成24年度企画提案型事業

無添加の手作り味噌
ラーメンや野菜炒めに…
「辛味手づくり味噌」

秋田南税務署長より、表彰状を
受け取る岡部正高氏（左）

加
工
所
外
観

市民農園で記念撮影 ダリア染めのハンカチと一緒に 山上りんご園にて

新
会
員
の
ご
紹
介

新
会
員
の
ご
紹
介

新
会
員
の
ご
紹
介

新
会
員
の
ご
紹
介

税務署長表彰を
受賞！

岡部正高氏（本会副会長）

いち押し！
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川添支部の移動商工会
（下黒瀬会館にて）
川添支部の移動商工会
（下黒瀬会館にて）

木村会長より委嘱状を受け取る
齊藤委員長（右）

木村会長より委嘱状を受け取る
齊藤委員長（右）

東京・渋谷「ＮＨＫホール」ステージ東京・渋谷「ＮＨＫホール」ステージ

好評だった特産品12品目パック好評だった特産品12品目パック

　地域の資源や特性、
強みを活かしたまちづ
くり推進のため、関係
機関や団体との連携を
図り、実践活動を行う
ことを目的とした「地
域振興専門委員会」が、
本会内部に設置され、
去る11月29日㈭に委員
への委嘱状交付並びに
第１回目の委員会を開催いたしました。
　委員の構成並びに役割は以下のとおりです。
　
　【委員の構成】
　　　委 員 長：齊　藤　善　悦（副会長）
　　　副委員長：岡　部　正　高（副会長）
　　　委　　員：齊　藤　敏比己（組織委員長）
　　　委　　員：佐　藤　三　男（事業委員長）
　　　委　　員：鈴　木　幸　次（財務委員長）
　　　委　　員：佐々木　義　友（商業部会長）
　　　委　　員：齊　藤　一　志（工業部会長）
　　　委　　員：戸井田　喜美雄（サービス部会長）
　　　委　　員：髙　橋　啓　正（青年部長）
　　　委　　員：佐々木　睦　子（女性部長）
　　　　　　　　　　　※（　）内は商工会役職名
　【委員会の役割】
　　１．農商工連携による観光振興・物産振興に関する事項
　　２．都市と農村間交流による元気なまちづくりに関する

事項
　　３．河辺雄和商工会合併10周年記念事業に関する事項
　　４．芸術村構想に関する事項
　　５．前各号に掲げるもののほか、地域経済の活性化に

関する事項

　戸米川・種平支部が11月
22日㈭、川添支部が12月14
日㈮、岩見三内支部が12月
21日㈮に移動商工会が開催
され、延べ24名の会員の皆
様よりご出席頂きました。
　内容は、次のとおりです。
１．商工会事業推進について
２．仲間づくり運動について
３．商工会事業に対する要望等について
 お寄せ頂いた貴重なご意見は、今後の商工会事業に活かしてまいり
ます。

　昨年11月22日㈭に、
渋谷のＮＨＫホールで
全国大会が開催され、
約３千人が参集し、本
会からは木村商工会長
が出席しました。
　このなかで、「河辺
雄和商工会青年部」が
優良青年部に、また前
河辺雄和商工会女性部長の「永澤惠子さん」が女性部功労者として
全国商工会連合会長表彰を受けられました。
　なお当日の最重点要望項目は次のとおりです。
１．大型の景気対策の実行、中小・小規模企業対策の強化
２．東日本大震災被災地への支援及び原発事故の早期収拾
３．中小・小規模企業のための金融・税制・労働対策等の実施
４．地域コミュニテｲ維持活動等の推進・強化、「まちづくり」への

支援
５．巡回訪問の一層の推進を通じた商工会の支援機能の強化

　昨年11月22日㈭に、
渋谷のＮＨＫホールで
全国大会が開催され、
約３千人が参集し、本
会からは木村商工会長
が出席しました。
　このなかで、「河辺
雄和商工会青年部」が
優良青年部に、また前
河辺雄和商工会女性部長の「永澤惠子さん」が女性部功労者として
全国商工会連合会長表彰を受けられました。
　なお当日の最重点要望項目は次のとおりです。
１．大型の景気対策の実行、中小・小規模企業対策の強化
２．東日本大震災被災地への支援及び原発事故の早期収拾
３．中小・小規模企業のための金融・税制・労働対策等の実施
４．地域コミュニテｲ維持活動等の推進・強化、「まちづくり」への

支援
５．巡回訪問の一層の推進を通じた商工会の支援機能の強化

第１回「地域振興専門委員会」移動商工会

第５２回商工会全国大会

商工会員・青年部員・女性部員
～商工会へ仲間入りしませんか？～

（お問合せ先）
河辺雄和商工会　本所

商工会の事業内容や、各種支援制度等について
ご説明にお伺い致します。お気軽にご連絡下さい。

８８２－３５２３

　河辺雄和のふるさと
特産品パックが、おか
げさまで100セット全て
売り切れました。
　ご支援に感謝致します。
ありがとうございました。

　商工会では、正しい申告・納税を行っていただくため、平成
24年度分の確定申告に係る記帳継続指導個別講習会を、下記の
とおり開催いたしますので是非ご出席下さい。
【日　程】

【会　場】
　　河辺雄和商工会本所

【内　容】
　　平成24年分に係る決算書及び確定申告書の作成指導

開　催　日

平成25年３月４日㈪

〃 　３月８日㈮

〃 　３月12日㈫

〃 　３月14日㈭

時　　　　間

午後１時～午後４時まで

午後１時～午後４時まで

午後１時～午後４時まで

午後１時～午後４時まで

講　師

税 理 士

税 理 士

税 理 士

税 理 士

商工会の取り組みご紹介（１１月～１2月）商工会の取り組みご紹介（１１月～１2月）

お知らせ

完売しました！
「まるごと
 ＪＡＮＧＯ便」

募集中
！

記帳継続指導
個別講習会のご案内


